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呼吸器感染症に対するNY-198の 臨床的検討

徳 永 勝 正 ・木 庭 郁 朗 ・竹 迫 雅 弘 ・福 田 安 嗣 ・徳臣晴比古

熊本労災病院 内科

新 しく開発されたキノロンカルボン酸系抗菌剤NY-198を 用いて臨床的検討を行ない,下 の様な結

果を得た。

1) NY-198は10例 の呼吸器感染症に投与を行なった。臨床効果は著効4例,有 効5例,無 効1例

で,有 効率90%で あった。

2) 副作用は,不 眠を訴える1例 があった。臨床検査値では異常を認めなかった。

3) NY-198は 呼 吸器感染症に有効と思われた。

近年,キ ノロンカルボン酸系合成抗菌剤の研究開発が

多くなされ,臨 床的に応用され優れた成績をあげている。

NY-198は 北陸製薬株式会社で新規合成された経口用

抗菌剤で,その化学構造式は,Fig. 1の 如 くキノロンカル

ボン酸を基本骨格に,1位 にエチル基,6位 及び8位 に

フッ素原子並びに7位 に3-メ チルピペラジノ基を有す

る1)。本剤は殺菌的に作用し2),嫌気性菌を含むグラム陽

性菌,グ ラム陰性菌に対して広範囲な抗菌スペク トラム

と強い抗菌活性を有し,さ らに種々の薬剤耐性菌に対し

ても優れた抗菌力を有することが知られている2～4)。

今回,我 々は,本 剤を呼吸器感染症に投与し,そ の臨

床的有効性と安全性について検討したので報告する。

(•})-1-ethyl-6,8-difluoro-1,4-dihydro-7-(3-

methyl- 1-piperazinyl)-4-oxo-3-quinoline-

carboxylic acid hydrochloride

Fig. 1. Structural formula of NY-198

I 対象および方法

投与対象となった症例は,昭和61年6月 から昭和61年

12月までに当科外来および入院し,治療を受けた呼吸器

感染症患者10例 で,男 性5例,女 性5例,年 齢26～76歳

(平均60.2歳)で あった。

その症例の内訳は,気 管支炎2例,肺 炎2例 肺化膿

症1例,感 染性嚢胞症1例,慢 性気管支炎2例 気管支

拡張症2例 であった。

投与方法 は1回100mg又 は200mgを1日3回 内服投与し

た。投与日数は7～14日(平 均11.5日),総 投与量2.4～

8.4g(平 均6.66g)で あ った。

臨床効果判定は,臨 床症状及び臨床検査所見の改善を

基準 として判定 し,本 剤投与により速やかに改善を認め

たものを著効(excellent),臨 床症状の消失や検査所見の

正常化は,著 効の判定基準により時間的に遅れたものの,

投与中止時には治癒と判定できたものを有効(good),臨

床症状や検査所見の部分的改善は得 られた魁 治癒には

至らなかったものをやや有効(fair),全 く改善の認めら

れなかったものを無効(poor)と した。本剤投与前後の

起炎菌の消長をもとにして細菌学的効果を検討した。

副作用は自他覚症状及び血液,尿 並びに肝,腎 機能の

検査から判定した。

II 成 績

症例はTable 1に 示す とお りである。その臨床効果

は,気 管支炎2例 では著効 と有効,肺 炎2例 は著効と有

効,肺 化膿症は著効,感 染性嚢胞症は有効,慢 性気管支

炎の急性増悪2例 は著効 と有効,気 管支拡張症の二次感

染2例 は有効と無効であった。急性呼吸器感染症6例 で

は著効3例,有 効3例 で,い ずれも有効以上の成績を得

た。慢性呼吸器感染症4例 では著効1例,有 効2例,無

効1例 であ り有効率75%で あった。

無効例は基礎疾患に,陶 石による塵肺があり,1日 喀
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Table 1. Clinical summary of cases treated with NY-198

痰量が100ml以 上 あ り,常 時喀痰 よ りPseudomonas

aeruginosaを 認め増悪改善を繰 り返 している症例 であ

る。

今回はAchromobacter xylosoxydansと の 混合感染

を起 し臨床症状の増悪を来た したので,本 剤を1日600

mgを10日 間投与したが臨床症状の改善は全 く認め られ

なかったので無 効と判定 した。なお,本 症例は本剤が無

効であ った の でpiperacillin(PIPC),amikacin

(AMK)の 併用療法を行ない,臨 床症状の改善を得てい

る。

細菌学的効果判定ができた症例は3例 であ り,慢 性気

管支炎の症例よりStreptococcus pneumoniae 1例,気 ,

管支拡張症の症例 よりP. aeruginosaとA.xylosoxydans

の混合感染1例 とHaemophilus influenzae 1例 であり,

S. pneumoniaeとH. influenzmの2例 は菌消失を認

めたが,P. aeruginosaとA. xylosoxydansの 混合感染

例は,菌 の消失減少を認めなかった。しか し,PIPC,

AMKの 併用療法にてP. aeruginosaの 減 少,A. xylo-

soxydansの 消失を認めた。

III 副 作 用

自覚的副作用として,不 眠 とイライラすると訴えた症

例が1例 認められた。

この症例は,59歳 女性,慢 性気管支炎の急性増悪例

で本剤を1回100mg,1日3回 内服投与し,7日 目より不

眠とイライラするとの訴えがあり,8日 目まで投与 し,

ampicillinの 内服に変え,訴 えは消失したので,こ の訴

えは,本 剤による副作用と思われた。

投与前後に施行 した臨床検査値はTable 2に 示すと

おりであり,本 剤投与にて異常値を示 したものは認めら

れなかった。

IV 考 察

NY-198は,新 しく合成された,キ ノロンカルボン酸系

の経口用抗菌剤であ り,嫌 気性菌を含むグラム陽性菌,

グラム陰性菌に対して広範囲な抗菌スペク トラムと強い

抗菌活性を有 していることが知られている。

今回,呼 吸器感染症10例 に1回100mg又 は200mgを1日

3回 内服投与した。投与期間は7～14日(平 均11.5日),

総投与量は2.4～8.4g(平 均6.66g)で あ り,著 効4例
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有効5例 無効1例 著効率40%,有 効 以上90%で あ

り,高 い有効率であった。今回の投与症例は,軽 症ない

し中等症が主であり,比 較的軽症例が多 くある為に高い

有効率が得られたもの と思われる。比較的重症例の塵肺

を基礎疾患にもつ気管支拡張症の症例は難治性であ り,

無効であった。

細菌学的効果をみるとS. pneumoniae, H. influenzae

の2株 は消失 したがP. aeruginosa, A. xylosoxydans

の混合感染例に対 しては無効であった。

副作用は不眠 とイライラすると訴えた1例 を認めたが,

本剤中止にて速やかに消失 した。

臨床検査値には本剤投与前後に異常値は認めなかった。

本剤には6位 及び8位 にフッ素原子を持っているので中

枢神経系の副作用の出現が考えられるが,め まい,ふ ら

つき,頭 重感などの中枢神経症状の副作用の発現率は1

%以 下と低い報告がなされている5)。今回,我 々の症例で

は,1例 も認めなかった消化器症状についても,2%以

下という発現率の報告であり5),本 剤 は安全性の高い経

口薬剤と思われる。

以上の如 く,NY-198は 軽症ないし中等症の急性およ

び慢性の呼吸器感染に対し有用な薬剤であると考えられ

る。
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CLINICAL STUDY OF NY-198 IN RESPIRATORY TRACT INFECTION

KATSUMASA TOKUNAGA, IKUO KOBA, MASAHIRO TAKABA, YASUTSUGU FUKUDA

and HARUHIKO TOKUOMI

Department of Internal Medicine, Kumamoto Rosai Hospital, Yatsushiro

We performed a clinical study on NY-198, a new quinolone antimicrobial agent, and obtained the following
results.

1) NY-198 was administered to 10 patients with various respiratory tract infections. Efficacy was excellent
in 4 cases, good in 5, and poor in 1. The efficacy rate was 90%.

2) Sleeplessness in one case was observed as a side-effect of NY-198 during this trial. No abnormal findings
in laboratory tests were observed in any of the ten cases .

3) We consider that NY-198 was effective in respiratory tract infection .


